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論 文 内 容 の ノ要 .育

本論文は,中央アフリカに住む狩猟採集民バカ･ピグミーの儀礼パフォーマンスを行動人類学的に記述 ･分･析したもので

ある｡

まず第 1章では,本論文の位置づけが行われている｡バカ･ピグミーは,アフリカを代表する′狩猟採集民のひとっである

や号,これまでは生態人類学的な研究が先行したため,.宗教,芸術などの文化事象に関する詳細な研究は少なかっ-た. 彼らの

儀礼は,複雑な象徴的表現を伴わず,簡素さと形式性の欠如.を特徴とするが,それゆえ既存の宗教学や文化人類学における.

儀礼研究の方法論では研究が困難なものであった｡そのような対象を記述 ･分析するには,儀礼パフォーマンスにおける徹

底的な行動の観察と記載から出発する,行動人類学的な方法が有効であることが指摘されている｡

第2章でバカ社会の生業,言語,社会組織の記述がおこなわれた後,第3章で ｢ベ｣と呼ばれる儀礼パフォーマンスの社

会文化的背景が述べられる｡ バカの ｢ベ｣は,｢男性による踊り｣と ｢女性による歌｣という性的分業によって構成されて

いるが,これには∴超自然的な精霊に扮した踊り手が登場するもの (精霊パフォーマン′ス),農耕民由来と思われる邪術信

仰とかかわりの深いもの (治療パフォーマンス),精霊を伴なわず娯楽の要素が強いもの (円舞パフォーマンス)などのい

くつかの種類があることが示される｡

第4章では,とくに精嚢パフォーマンスにおける歌と踊りの相互作用が詳細かつ定量的に記述 ･分析される｡ パフォーマ

ンスにおいて観察されたさまざまな行動とその時間的継起の分析から,精霊パフォーマンスは,合唱の休止によって区切ら

れる ｢セッション｣の連続として記述できること,セッションが高揚してくると踊りが始まること,森の′なかから登場する

踊り手 (精霊)が歌い手に対して接近 ･離脱 ･回転 ･停止 ･共演などさまざまなパフォーマンスをおこなって場を盛り上げ

ること,ノそして合唱と踊りの展開に･ばきわめて強項 目関があることなど指摘し,精霊パフォーマンスが,終局部における集

団的なクライマックスに向けた,歌と踊りの相乗的インタラクションによっ′て進行することを示した｡

第5章では,精霊を伴うパフォーマンスの展開形式が∴精霊を伴わないパフォーマンスのそれと比較される｡前者ではパ

フォーマンス終局部のクライマックスに向けて,歌と踊りが相乗的に高揚してゆくが,後者ではそのような高揚はみられずt,

人々の興奮の程度も定常的なままに留まることを示している｡ また∴これらを他甲ピグミー系集団や農耕民の儀礼パフォー

マンスと比較して,後者のカテゴリーに属する円舞パフォーマンスがピグミー系集団が本来持っていた歌と踊りの形式で奉

り,バカは,近年の農耕化 ･定住化に伴って農耕民由来の仮面儀礼の要素を取り入れた精霊パフォーマンスをおこなうよう

になったと推定しているoそのうえで,バカの精霊パフォーマンスば,パフォーマン不の儀式化 ･定型化に向かおうとする

ベクトルと,彼らに固有な無定型化のベクトルの微妙な均衡点の上に成り立つものだと指摘している.

最後の6章ではまず,このようなバカの儀礼パフォーマンスの特徴が,人類以外の霊長類の音声的 ･身体的な同調行動と

の比較において考察されている｡ ボノボ (ピグミーチンパンジー)の性器こすりやテ エツトな

同調的なコミュニケーション行動には,｢楽しさ｣や ｢快感｣といった自己目的的なプロセスの萌芽が見られるが,狩猟採

一 405-



集民においても,こうvl?た情緒的 ･身体的な親和力に足場をおいた社会埠キミ亨ニケ-ションが重要であり,そうした相

互行為が彼ら甲可塑的 ･流動的な集団編成の基盤となっていることを指掃 しそいる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要､旨

人類のノもっとも原初的な姿を残 していると考えられる狩猟採集民社会に関しては,これまでに多 くの研究が蓄積されてき

た.Lやしその大半は,霊長類から人類への進化史の再構成というモティベーションに彩 られた生態学的,社会構造論的な

民研究における欠落部分であった｡狩猟採集民社会の儀礼は,｢形式化に抗する｣ というのがその本来の特徴であり,儀礼

形式の記述から出発するこれまでの文化人類学の方法論を適用することが困難である｡申請論文において成 し遂げられたの

は,このように従来のパラダイムではアプローチが難 しい狩猟採集社会の儀礼 という対象に,徹底 した行動学的な観察とそ

れに基づ くきめ細かな記述と定量的な分析によって切 り込むという作業である｡

申請論文が対象とするのは,中央アフリカに住むピグミー系狩猟採集民バカの儀礼パフォーマンスである｡申請者はすで

に,長期のフィールド調査に基づいてバカの社会で行われている儀礼パフォーマンスの種類や,その創始と伝播の過程,そ

こに現われる精霊のキャラクターなどに関する記載と分析をおこなっているが,申請論文ではこれらの研究を背景に,実際

のパフォーマンスにおいて生起する相互行為が綿密な観察に基づいて分析されている｡バカのパフォーマンスは,｢男性に

よる踊 り｣と ｢女性による歌｣ という二つのパー トからなり,両者の ｢かけあい｣的相互作用によって展開する｡ 申請論文

で分析の中心となっているのは,この相互作用を通 してパフォーマンスがクライマックスへと進められてゆくプロセスであ

る｡ 森から登場する精霊に扮 した踊 り手が,場の雰囲気を敏感に察知しつつ,表情豊かな行動によって人々の注意を引きつ

ける｡また,歌い手の女性たちは合唱を積み重ねることによって踊 りを活性化させる｡ このような過程が,多数のパフォー

マンスの事例から集めた膨大な量の統計的データの分析から明瞭に描写されている｡

パフォーマンスの参加者には,ともに場を盛 り上げクライマックス-と到達しようというゆるやかな方向づけは共有され

ているものの,そこでなされるべき ｢ルール｣や ｢式次第｣のようなものが共有されているわけではない｡パカのパフォー

マンスは,いわば自己生成的な相互作用にしたがって展開するシステムである｡ そのようなシステムはいっけん脆弱である

ように見えるが,しかし申請者は,バカ社会においてはむしろ定式化 した形式こそがパフォーマンスの ｢楽しみ｣を阻害す

るものであり,形式性に抗することが参加者の高揚とつなが りの感覚の強化につながっているのだと結論 している｡このよ

うな視点は,｢構造の記述｣をもって足れ りとする従来の文化人類学的な社会構造論に対する鋭いアンチテーゼであると評

価できる｡

さらに,申請者のおこなった行動学的分析は,人間の儀礼行動を人間以外の高等動物の行動と比較する基盤を提供する｡

ボノボの性器こす り行動やテナガザルのデュエットに見るように,高等霊長類においては ｢遊戯｣ とか ｢楽しみ｣など′の用

語を使ってしか記述し得ないような,自己目的的な行動の萌芽を観察することができる｡その延長上にバカの儀礼パフォー

マンスにみられるようなインタラクションを位置づけようとする申請者の試みには十分な説得力がある｡

以上述べてきたように申請者は,長期のフィール ドワークにもとづ く質的 ･量的に十分な実証的データにもとづいて,こ

れまで理系的な分析にはなじまないと思われていた狩猟採集民の儀礼とV,,う対象に対 して,独創的なアプローチを展開して

いる｡ 申請論文において得 られた知見は今後の人類学的研究において新たな領域を開くものと思われる｡

よ?て,本研究は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認める｡･なお,平成12年12月26日,主論文に報告されて

いる研究業績を中心と,して,これに関連 した分野について試問した結果,合格と認めた｡
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